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第6回大会の記録！2010年8月　／基調講演「東アジア社会と日本の社会福祉」／阿部志郎
●東洋大学社会福祉学会　第6回大会／2010年8月
【基調講演】
東アジア社会と日本の社会福祉
阿部　志郎（神奈川県立保健福祉大学名誉教授）
司会：本日の記念講演をお願いしました神奈川県
立保健福祉大学名誉教授の阿部志郎先生より「東
アジア社会と日本の社会福祉」というテーマでお
話いただきます。阿部志郎先生のご紹介を本学の
小林先生にお願いします。
小林：阿部先生につきまして、私から改めて詳し
いご紹介をさせていただく必要はないと思います。
阿部先生は、日本中の社会福祉関係者だけでなく
世界中の関係者から敬愛されておられる方である
と申し上げれば十分だと思います。ここでは、今
回お出でいただいた経緯についてだけ、簡単にお
話をさせていただきます。
　本日のこのご講演後のシンポジウムのテーマは
韓国と日本の比較研究ということですが、このテー
マを考えていた際に、その基本になるフィロソ
フィーが欲しいと考えました。この過程で、阿部
先生が社会福祉との関連で、お墓や葬式、共同体
の絆、土着の文化などについて発言されている事
を思い出し、お願いの電話を差し上げましたとこ
ろ、ご快諾いただけた次第です。本日は、研究の
レベルだけではなく、もっと広い文化の理解とい
うレベルでのお考えを伺えるのではないかと考え
ています。
　これから先生のお話を伺うわけですが、これか
らの社会福祉の研究にあたっては、これまでの西
欧と日本という比較軸だけではなく、東アジアの
中の日本、すなわち韓国、中国、フィリピン、台
湾などを含む東アジアの中の日本という視点から
みたら、どのようになるのだろうか、というよう
な比較軸をこれから持つ必要があるだろうと思い
ます一
　その視点から先生のこ著作をいくつか拝読しま
したところ、阿部先生はかなり前から±着の日本
の文化とか東アジアに対する文化にご関心をお持
ちだったということに気が付きまして、このテー
マでお願いしてよかったと考えております。
　私はこれまで阿部先生の馨咳に接し、多くの力
をいただいてまいりましたが、今日もきっと素晴
らしいお話をいただけるのではないかと思います。
　早速、阿部先生にお話を伺いたいと思います。
よろしくお願いいたします。（拍手）
阿部：戦後、フィリピンに参りました。出迎えて
くれました人が決して一人で外出しないように、
必ず誰か付けるからと念を押されました。そして、
道々、日本語を三つ知っているよと言うんです。
何ですかと聞いたら、おい、ばか、こら。頭を最
初から打ちのめされました．
　私が教会の本部にあいさつに参りますと、本部
では、君の来るのを待っていたんだ、君に教会に
行って、話をしてもらいたい、といいます。参り
ます、と引き受けたところ、行ってもらいたい教
会は、その村が戦時中に日本軍に焼き払われ、た
くさんの村民が虐殺された村にある教会だよ、い
いね。はい、参ります、と言いましたけれども、
私の中に戦傑（せんりつ）が走りました，
　マニラからジープで2時間半でしたか、バター
ン半島というのは日本軍が米軍・フィリッピン軍
の捕虜に死の行軍を強いたところですが、そこの
「サンタカタリナ」という貧しい村に参りました。
教会があるんです一竹で編んだ回廊で、窓はあり
ますけれども、ガラスは入っておりませんでした。
その教会の後ろから、会衆が座っている後ろから
牧師に先導されて入っていったんですが、数で言
うと100人ちょっとくらいの方が、みんな後ろを振
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り返って、私の顔を見て、私としてはじろっとに
らまれたような気持ちでした，
　講壇に立ちました。私としては緊張です。最初
に日本から来た阿部ですと自己紹介をしました。
若い牧師が私の英語をその±地の言葉、パンパン
ガ語に訳してくれるんです．そうしたら、座って
いる会衆がにこっと笑いました，なぜほほ笑みを
垂れたのか私には分からないんですけれども、大
変話しやすくしてくれたんです。
　話を終えて、牧師がこう言いました。あなたは
戦後、この村に来た最初の日本人です。私どもが
会った軍服を着ていない初めての日本人です。あ
なたが来るという知らせがあって、実は困ったな
と内心思ったんです。でも、あなたの名前、阿部
という名前はパンパンガ語ではフレンド、友人と
いう意味です。今日はあなたを日本からのアベと
して歓迎しますと言いますと、会衆がみんな立っ
て拍手をして、スタンディングオベーションをし
てくれました。終わってから、竹で編んだ床の上
に大きく円陣を組んで座りまして、その地方の料
理をごちそうになりましたが、誠に温かく迎えて
くれまして、私としては和解という体験をしたと
きでした。
　和解というのは、加害者が被害者にその罪をわ
びることです。そして、加害者がそのわびを受け
入れることです。そして、加害者と被害者とがと
もに新しい理解と信頼に立つ。それが和解という
ことです。和解というのは、愛がなければ成立し
ません。私どもの歴史というのは、愛と憎しみの
葛藤（かっとう）でした。憎しみというのは偽り、
たばかり、そねみ、怒り、憤りでしょう。愛とい
うのは理解すること、信頼すること、支え合うこ
と、寛容であること、正義を愛すること、そして、
許し合うこと、それが愛です。
　中国の日支事変を起こしたところが柳条湖とい
うところですが、そのすぐ近くに平頂山というの
があります．その平頂山に村民3，000名を閉じ込め
て、日本軍が火を放った，虐殺をいたしました．
戦後、中国がそこから700体の遺体を掘り起こして、
記念堂に陳列をしているんです．中には母親が子
供をかばって、そのまま遺骨になっているものが
ありまして、私は魂の震える思いでありましたt
他面、沖縄の石碑をご存じだと思います。摩文仁
の丘に沖縄で戦って死んだ兵隊、民間人、アメリ
カ人、朝鮮の人すべて、今年で24万931名になりま
した。その名前が全部刻まれております。私はこ
ういう例をほかに世界で知りません，まさに愛と
平和の礎であります。
　人間というのはそういう二つの面を持ち、また、
社会、国家も憎しみと愛との葛藤（かっとう）を
続けてまいりました。20世紀は対立、憎しみと戦
争の世紀です．1億から2億に及ぶ人々がそれに
よって死にました。しかし、20世紀に国連が生まれ、
社会保障が充実し、福祉国家が成立する。ボラン
ティア、NPO活動が生まれるという、いわば愛
の芽生えの世紀でもございました。21世紀は愛と
平和の世紀にしたい．それが若い皆さん方のこれ
から負っていただかなければならない責任だと思
います。
　ドイツは戦後40周年にヴァイツゼッカー大統領
が国家の罪を告白いたしました。そして、今なお、
140万人のユダヤ人に賠償金を払い続けておりま
す。何百年か対立して争ってきたドイツとフラン
スとがこれによって和解をし、そして、このドイ
ツとフランスが中心になって、EUを構想しつくっ
ている。一つのモデルだと私は思います。
　私どもの場合はどうか。世界戦争で米国と戦い
ました．鬼畜米英と私どもは教わりました。でも、
米国に対して、私どもは戦争責任を抱いたことが
ないんです。アメリカは戦勝国です。その戦勝国
で少数の良心的な人々が日本に対する戦争責任を
抱きました。ICUという大学はそれによってで
きたんです。私の施設の前任の人はアメリカ人で
すが、長崎に対する罪を感じて日本に来て、長崎
の復興に努め、生涯を日本人のためにささげてく
れましたz
　日本がアジア、特に植民地に対して犯した罪、
第1は日本がアジアの中心だと考えていたことで
す，そして、アジアを日本の支配下に置きたいt
これが大東亜共栄圏というアイデアでありました．
第2は力で、武力でアジアを踏みにじりました。
侵略をいたしました。三つ目は朝鮮、台湾は日本
領±の40％を占めていた植民地であります，そこ
で創氏改名、親から授かった名前を捨てさせて、
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日本名に変えさせました．国語をやめて、日本語
で話をさせた。朝鮮で1，000、台湾で400の神社を
造って、神社参拝を強要し、それを拒否するたく
さんの人々に犠牲者が生まれました。
　同化政策、同じになれというのが私どもの思想
です。日本人と同じになれ。違いを認めない，異
質なものを排除するという、こういう思想を長い
こと持ってまいりました。私はそれが東アジアに
対する日本の罪だと思います。この罪に対して、
どうやって我々は和解をしたらいいのか。どう和
解を求めていくか。これはお互いに大きな、いま
だに残されている課題であります。
　世界戦争が終わりました。12万3，500名の浮浪児、
戦災孤児がおりました。食べる物がないのに、650
万の人々が外地から引き揚げてまいりました。困
窮であります。食べる物がない。たくさんの福祉
のニードがある。でも、対応できない。そのとき
の社会福祉施設は3，620施設ありました。90％が民
間施設であります。ところが、民間の財政基盤が
ない。民間では立ち行かないんです。そこで窮余
の一策として講じたのが措置委託制度。これは外
国にない制度で、国が民間に委託をする。すなわち、
下請け化させるという、こういうことであります。
これによって、ニードに対応していったわけです。
　米軍の占領を受けました。この占領軍が日本の
政府に次から次へと施策を迫ったんです。福祉三
法が生まれます。これによって、生活保護、福祉
事務所ができました。児童相談所も生まれました。
保健所も同じ。社会福祉協議会、共同募金が誕生
するという、次から次へと新しい機関、施設がで
きてまいりますし、専門職というものを占領軍が
私どもに導入し、専門教育がここから始まってい
くという、こういう歴史を持っております。
　このように、占領下において、米国の圧倒的な
影響を受けましたaその影響がなぜか急激に薄ら
いでいくんです。ソーシャルワークの理論、技術
は続きましたけれども、急激にアメリカの考え方
が潮を引くように引いてまいりました。皆保険、
皆年金が1963年。これにはアメリカの思想は入っ
ておりません，ご承知のように、今年になってオ
バマ大統領が保険の問題で苦闘いたしました，そ
して、国論が二つに割れたのです．15％の国民が
ノー保険です．それを何とか保険の対象にしたい
と考えたんでしょう，しかし、反対側は、それは
社会主義ではないか。民間に行政が介入するのか．
保険を乗っ取るのかt税金を上げて、負担を重く
するのかとえらい反対論が生じて、かろうじて法
案が成立するというところにこぎ着けたことを見
ましても、皆保険、皆年金というのはアメリカの
思想を受けていないのです、これはヨーロッパの
思想でありまして、特に英国のベバレッジ法案か
らB本は学びました。そして、社会保障の充実に
努めてまいりました。
　老人福祉、これは北欧です。介護保険、参考に
したのはドイツでしょう。ヨーロッパの影響が非
常に強く働きました。ヨーロッパに追い付け、追
い越せという合言葉、これは経済の合言葉になり
まして、経済でヨーロッパを追い越した。追い越
した途端に目標喪失です。
　福祉も例外ではありません。ヨーロッパの強い
影響を受けてまいりました。経済でいいますと、
アメリカが風邪をひくと日本は肺炎になると申し
ました。事実、そうです。オイルショックにしろ、
リーマン金融ショックにしても、日本は肺炎です。
社会福祉の世界はどうなのか。日本の社会福祉が
風邪をひいても、アジアの国ではくしゃみ一つ出
ないんです。これがアジアにおける日本の社会福
祉の位置付けだと考えなければなりません。
　反面、アジアで日本を見る目は厳しいです。日
本がアジアに経済進出をしたころ、エコノミック
アニマルとさげすまれました。アニマルだと。ジャ
カルタの国際会議の中で、雑談ですが、ジャカル
タというのは当時、大変な交通渋滞でした。これ
をどうしたら解消できるのか。一人の人が、日本
がこのまま輸出をやめればいいんだよと。みんな
が私を見て拍手するんです。アジアの森林の伐採、
環境破壊をどうやって食い止めるのかという問題
が出たときに、日本が箸を使うのをやめればすぐ
できるという発言が出ます。タイに日本が老人ホー
ムを造るという計画がタイの新聞で発表になりま
した，大変な反発が出ました。日本人は老人を自
分の手で世話できないのか、老人まで輸出するの
かという、こういう批判です．日本の経済の発展
に対する羨望（せんぼう）の眼とともに、大変強
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い批判の眼がそこに注がれていることを否定する
ことはできません，
　私自身、アメリカで教育を受けました。ヨーロッ
パの思想に傾倒いたしました。私はセッルメント
に関心をもち、特に英国のセツルメント思想、ト
インビーホールにあこがれに近い思いを抱いてま
いりました一戦後の日本の歴史において、アジア
というのは登場してこないんです，アメリカ、ヨー
ロッパ。でも、アジアは出てこない。私も同じで
ございまして、アメリカ、ヨーロッパばかり見て
まいりました。
　その私がなぜアジアに関心を抱くようになった
か。一つは私自身、ヨーロッパの思想に限界を感
じたからなんです。それは二つございました。一
つは、スウェーデンで社会制度をオムソーリと言
います。オムソーリというのは悲しみを分かち合
うという意味です。こういう情感を私は、私たち
は持っていないです。制度というものは自分でつ
くった自分たちのものだという、こういう意識と
いうのは我々には今はほとんどないと言っていい
のではないでしょうか。
　何もない状態、何もない。ここからニードに対
応するために形をつくる。フォルマティオ、と言
います。解決のためにシステムをつくり、制度を
つくるんです。ところが、制度とかシステムとい
うのはつくったときから古くなります。マイナス
が出てくる。これを、リフォルマティオ、改革す
る。新しい制度に切り替える。こういう循環をし
ていくのが市民社会の論理です。何もないところ
から制度をつくり、制度をニードに適応させるた
めに変えていくという、こういう循環でございま
す。私はこれを運動性と考えるんです。運動なん
ですよ。
　戦後、まだそういう力はあったと思います。老
人福祉法ができたのは1963年rそれよりも7年早
く、長野県の上田で女性グループが家庭養護i婦と
いう活動を始めました，政府はこれを取り入れて、
家庭奉仕員にしたんですrこれはドイツの人です
が、浜松では養護老人ホームではできない、そこ
で新しいニードに対して特別の老人ホームを造り
ました，これを政府は特別養護老人ホームという
制度にしたんです。
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　九州の潮谷総一郎という人を中心にした民間の
施設の人々が老人福祉法をつくれという政策提言
を10年間繰り返しました。しかも、条文まで考え
て出しているんです．そして、ようやく老人福祉
法になりました。こういう民間の運動体の働きと
いうのが一つの新しいシステムをつくらせている。
まだそういうエネルギーがありましたが、だんだ
ん、だんだん、その力が失せてまいりまして、制
度に依存するという姿勢を私自身も含めて、次第
に強めてきたんですね。社会福祉基礎構造改革で
措置から契約へと変えるのに一番強い反対は質で
ありました。措置のままでいい、その方が安定す
るという考え方で反対をいたしました。現在、幼
保一元化に反対しているのは両方の業界です。制
度というのは、できますとある意味で居心地がよ
くなる。これにこだわって、新しく変えていくと
いうエネルギーを失っていくんです。ボランタリー
なものを失ってまいります。
　5年前に韓国でボランティア法が成立しました。
あのボランティア法ができるのにキムヨンホとい
う教授を中心にした、大変なボランタリーアクショ
ンがあったんです。私は敬意を表しました。後ほ
どの報告の中に出るようですが、地域福祉館は韓
国で500を超えているでしょう。これに相当する日
本の社会福祉法による隣保事業施設というのは日
本には数えるほどしかないんです。日本がヨーロッ
パにとらわれている間に韓国は独自の福祉発展を
遂げております．
　さて、こういう中で私は制度というものに対す
る私どものボランタリズムの力が極めて衰弱をし
てしまって、これに代わるものが出てこない。こ
れには中間組織が必要なんです。ようやく日本の
NPO認証が4万団体になりました。アメリカは
144万あるんです，厚みが違うんですt私はここに
一つの限界を感じざるを得ないです．
　もう一つ、ベバレッジということを申しました
が、ベバレッジが社会保障法案の最初に、社会保
障というのは社会の制度であって、国はこれに責
任を持たなければならないということを明示する
んです一国家責任です，日本はこの国家責任をあ
る意味では過度に強調いたしました，福祉は国家
責任，だから、今では想像できませんけれども、
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共同募金に対する反対運動がありました．行政責
任である福祉をなぜ民間に押し付けて、民間の金
を集めさせるのか。行政の後退であるという、こ
ういう反対論です。それほど国家責任というもの
に依存し、民間はその下請けに甘んずるという、
こういう役割を果たしてきたのであります，
　ベバレッジは社会保障制度を書いた後で、国民
の協力なくして社会保障は実現できないと書いた
んです。日本は意識的か無意識的にこれを見落と
しています。これを回復するのに50年かかりまし
た．基礎構造改革というのはそこに重点を置いた
んです。どういうことかと申しますと、ベバレッ
ジがボランタリーアクションということを非常に
強調いたします。その中で、英国でボランティア
をたくさんの人がしている。でも、ボランティア
をしない人も決して少なくない。ボランティアを
していない人がしていないことに対して罪意識を
持っているという指摘をしているんです。これは
重大な指摘です。
　三和銀行に川勝堅二という頭取がおられました，
川勝さんがロンドン支店長のときに財界人のご夫
婦が、パーティーでしょうね、よく集まるんだそ
うです。そうすると、奥さんは奥さん方で集まる．
奥さん方の話し合いの話題がボランティア活動に
なる。川勝夫人がボランティアをしていないで恥
ずかしいと言った。そして、ボランティア活動を
川勝夫人が始めた．堅二さんがそれはいいんです
よ、だけど、私まで巻き込まれて連れていかれた
んですよと笑っていました．
　ボランティアというのは自主的ですから、して
もしなくてもいいんです。してもしなくてもいい
ことは、私どもはしません。それをしないことが
恥ずかしいと言わしめる社会をつくった。私はこ
こに違いを感じたのです。英国のブライトンで国
際会議をしたときに、国際会議場に専属の写真屋
さんがいて、パチパチ、パチパチと写真をよく写
すんですrそして、翌朝、それを全部張り出して
売るわけです。高いんです，高いけど、みんな自
分が入っていますから買います一
　ある朝、行きましたら、その写真屋さんがしょ
んぼりしているんです。私はその写真屋さんに、
あなたもうけ過ぎでしょうと、言葉を掛けたrそ
うしたら、こう言うんです。夏の間、消防士に休
暇を出している，その休暇の間、ボランティアが
毎日交代で救急車を運転している。昨晩、自分の
当番で寝ていないんだよ、とさりげなく申しまし
た。当時、イギリス病という言葉がはやった時代
ですが、私は公共施設や公園のストックの厚みと
同時に、ソフトの厚みを思いまして、これはかな
わないと感じたことがあります。こういう意味で
私は日本の人間として、ヨーロッパの思想にどこ
か違いを感じるわけでして、ある意味では私自身
の限界でもあると言った方がいいのかもしれませ
ん。
　そして、もう一つは、実際にアジアを見て、目
を開かれました。それでは、アジアから何を学ん
だか。第1は受ける文化を学びました。日本はO
DAで多額の援助をアジア諸国にしております。
日本の不満はせっかく援助した国々が通り一遍の
感謝しかしない。もっと頭を下げていいじゃない
かという気持ちがあるんです。ところが、アジア
に言わせますと、我々は与える機会を提供した。
与える者と受ける者とがともに恵みに預かってい
る。これがアジア文化です。
　そして、足を知る文化です。経済に必ずしもプ
ライオリティを置かない。経済発展が必ずしも人
間の幸せに結び付かない。英国の大学の調査によ
りますと、あなたは幸せですかと問うたときに、
幸せと答えた一番多い国はブータンです。ヒマラ
ヤです。まだ4割電気が通っていないんです。な
のに、幸せと答える。日本はこれだけ豊かなのに、
幸せと答えたのは26％。最近の経済論ではこのこ
とを論じていまして、経済成長は必ずしも人間の
幸福に結び付いていないという議論が最近、交わ
されております，
　アジアには多くの仏教国があります．この国々
の仏教は日本の大乗仏教と違いまして、昔は小乗
仏教。日本の仏教はアジアの仏教を乗り物が小さ
いと批判をいたしました，最近は態度を改めまし
て、日本の仏教は上座部仏教と言って、アジアに
敬意を払っております，寺で毎朝、僧侶が、子供
の僧侶も含めて、托鉢（たくはつ；に出てまいり
ます，村や町へ行列をつくって、托鉢（たくはつ）
に出る一日本の仏教では門付です。一軒一軒回って、
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そして、布施をすると頭を下げ、お経の一節を唱
えてお帰りになる。
　アジア仏教では村の人々がその托鉢（たくはつ）
を通りに出て待ち受けるんです。そして、布施を
いたします。金ではなく、食べ物。托鉢（たくはつ）
の歴史は食べ物でありました。鉢に食べ物を布施
する。食べ物を布施する人がひざまずくのです。
受ける僧侶は立ったまま一言も礼を申しませんし、
頭も下げません。黙って受けるだけ。僧侶はそれ
を持って帰って、朝飯にします。しかし、同時に
貧しい人々にそれを分け与えるんです。与える人
がひざまずき、受ける人が立っている。これが一
つのスタイルでありまして、アジアには受ける文
化があるんです。
　しかし、与える文化はアジアでは貧弱です。逆に、
ヨーロッパという社会は与える文化をつくってま
いりました，ビル・ゲイツは一人ですでに4兆円
寄付しているんです。例えば、対がん協会。日本
の対がん協会はほとんど国の補助金でやっている
んです。アメリカの対がん協会は1年で230億円集
めています。スタッフだけで2，700人を対がん協会
が抱えております。今、アメリカの寄付というの
は22兆円で日本の100倍です。
　こういう持てる者が持たざる者に対して援助す
る。この背景にありますのは、一つはノーブル・
オブライジュです。身分が高くなれば、それだけ
社会的責任は増す。もう一つは、収入の10分の1
は神と人にささげる。ユダヤ教も同じ、キリスト
教もそうです。そういう背景があると思います。
与えるということに不自然さがないんですね。け
れど、ヨーロッパというところは受ける文化はな
いんです。日本は与える文化も受ける文化も極め
て貧しい。しかし、裏返せば、新しい文化をつく
る可能性をはらんでいるということでもあろうか
と思います，
　アジア文化から学ぶ第2は宗教。今はどうか分
かりませんが、ブルネイに行ったのは20年前です
が、ブルネイに入国するときに入国管理カードに
宗教欄がある．宗教欄というのを見たのは初めて
です。ブルネイにはあるんです一その宗教欄を書
いて出すわけです一監査官が私に日本人でキリス
ト教は珍しいねと言うんですよ。日本人はここへ
8
来ると、みんな「なし」と書いているよ。このカー
ドになしと書くのは日本人だけだよ。日本には宗
教はないのかと思っていたよと入国管理官が申し
ました。宗教がないというのは一つの立場ですが、
アジアではそれは信頼に値しない。
　インドのボデリーという村へ参りました。ちょ
うど結婚式がありまして、私も呼ばれて参りまし
た。結婚式に呼ばれて来たのが4ρ00名．村の全人
口なんです。年寄りから赤ちゃんまで含めて、全
人口の人が招かれて、そこに来て第一に腰を据え
て一緒に昼飯を食べるんです。4，000人の人が一堂
に会して、一緒に食事をする様というのは、壮観
というよりは感動的でありました。私はコミュニ
ティーがここにあると思ったんです。
　そこに招かれた人がその披露の場に来るときに
必ず行くところがあるんです。寺院です。ボデリー
はジャイナ教でありました。ジャイナ教の寺院に
行くんです。私も行きました。はだしにならない
と入れてくれないんです。聖なる地でありますか
ら。全員、寺院に行って、お参りしてから結婚式
に来るというしきたりでありました。
　私はテレビの番組で見たんですが、スマトラ沖
の地震でインドネシアの村が壊滅いたしました。
そこへ村人が帰ってまいりました。まずしたこと
は村人みんなが共同して木を集めて、モスクを造
ることでした。そして、モスクを建てて、そこで
礼拝をした後、それぞれ散って、自分の家の復興
をしていくという、こういう番組でありました，
これがアジアでありまして、宗教というのはさま
ざまですけれども、宗教なくしてアジア社会とい
うのは成立しないと言っていいと思います。
　3番目は共同体であります，ブルネイのことを
申しました。ブルネイというのは非常に豊かな国
です。アジアでは珍しく金持ちの国であります。
ブルネイで少年院に行きました。少年院ができて
6年目でした．少年院の教官が一人でもいいから
非行少年を扱ってみたいというぜいたくな不平を
もらしました．6年間一一人も非行少年が入ってい
ないんです。空き家同然です．非行した少年が出
ますと、まず家族が責任を負わなければならない一
家族でできなければ、親族がこの子の指導をする
んです一親族の手に負えなければ、地域社会が役
第6回大会の記録（2010年8月　／基調講演「東アジア社会と日本の社会福祉」／阿部志郎
割を果たす。それでも少年の非行がやまなければ、
イスラムの宗教指導者が出てきて指導する．こう
いう仕組みでございます，少年院に送られてきた
子が一人もいない．それは共同体ということだと
思いますr
　世界の大きな町どこに参りましてもチャイナタ
ウンがあります。チャイナタウンというのは多い
ですね。チャイナタウンというのは華僑が共同出
資してつくるんです。共同するんです。これが日
本人にはできないんです。だから、ジャパニーズ
タウンはできないんです。共同出資できない。共
同ということに対する大きな違いがあるかと思い
ます。
　もう一つだけ挙げさせていただきますと、互酬
性。アジアという国は互酬です。レシプロシティー
です。これは日本を含めて、アジアの共通基盤と
言っていいと思います。韓国の地域福祉館に参り
ました。玄関を入っていったら、すぐに大きなつ
ぼがあるんです。のぞきましたら、お米が入って
います。その地域の人々が福祉館に来るときに一
握りの米を持ってきて、そこに入れるんです。必
要な人はそこから取っていくんです。誰が入れた
か、誰が取ったか分からない。匿名です。互助です。
これが実践されているんです。
　日本は不思議なことに、近代化されましたけれ
ども、ヨーロッパと近代化の大きな違いの一つは
互酬をやめなかったことだと私は思っています，
ヨーロッパに互酬はないです。日本では、結婚式
に招かれたら、お祝い金を持っていくんです。そ
うすると、持ちきれないほどの引き出物をちょう
だいします。葬式に行くときには香典を携えなけ
ればいけません。昔から半返しですけれども、香
典返しをちょうだいするんです。お返し主義、こ
れが互酬でございます．稲の植え付けを手伝った
ら、今度は取り入れを手伝ってもらう。共同作業
してまいりました。ヨーロッパで結婚式にお金を
持っていく人はおりません。アメリカで葬式に香
典を包む人はいないんですTここに大きな文化の
違いがございまして、互酬が生きております。
　しかし、互酬というのは顔の見える範囲で行わ
れる互助です。高校の同級生、組合の仲間、仕事
の同僚といったような仲間同士で互酬が起こるん
です，福祉ではないんです。福祉というのは見ず
知らずの第三者に対する働き掛けを申します。そ
うしますと、互酬を普遍化できるか。これが課題
であります。
　特別養護老人ホームで一人のお年寄りが奥尻の
災害のときに義援金を持って見えました。こうおっ
しゃった。私は関東大震災で助けられました，こ
れはお返しです，奥尻に届けてください。二つの
ことに注目しました。このお年よりは助けられた
ということを70年間忘れなかった。お返しをしな
ければ。お返しをする相手が助けた当事者ではな
く、見ず知らずの奥尻なんです。私はこのときに
普遍性を確信しました。
　事実、それが現れているのが血液です。45年前、
米国のライシャワー大使が襲撃されました。負傷
しました。米国大使ですから、外交上の大問題で
ございました。ライシャワーはすぐに輸血を受け
た。外交官ですから、これで私は日本人の血が通
いましたと言ってくれました。しかし、肝炎にな
りました。ついに命取りでございました。このと
きに日本は売血、血を買って、売るということを
やめまして、献血に切り替えたんです。各地に血
液センターを設けました。そして、献血手帳を
作った。献血手帳は20ページあるんです。その裏
表紙にこう書いてあるんです。あなたとあなたの
ご家族が血液を必要とするとき、献血された同量
を優先的に確保しますと書いてあるんです．私が
交通事故を起こしたときに、私が献血した400CC、
800CCをまず返してくれます。互酬なんです，互
酬によって日本の献血が始まりました。今、皆さ
んが持っていらっしゃる献血手帳は薄っぺらな
真っ赤な1枚の紙で何も書いていないんです。お
返ししますという約束はないんです．一方的です。
なのに、700万人の人が今、献血に参加をしている。
明らかに私は互酬の普遍化ではなかろうかと思っ
ております。
　さて、こういうアジア特有の文化を私は学んで
まいりました。同時に、アジアにはやはり大きな
問題があります一課題があります。その一つは「う
ち」と「よそ」という意識です，うちと外一よそ
者のよそ。民族主義が強い，しかも、それはしば
しば宗教と結び付いています．南鮮、北鮮，今、
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みんなそうでしょう。フィリピンにしろ、ミャン
マーにしろ、スリランカにしろ、ネパールにしろ、
内乱状態で、争いです．殺し合いです．それはう
ちを守って、外を排撃するという、これを乗り越
えることができずにいます。ここを私どもはどう
していくか，
　民族主義が往々にして権力主義に結び付いてま
いります。マレーシアでアジアの国際会議をしま
したときに、私の同僚といいますか、右腕になっ
て助けてくれましたトムソンというアメリカの人
がおりました。このトムソンが過労でしょうか、
開会式のときに倒れて、入院いたしました。心臓
です。少しずつよくなっておりました。閉会式に
なりまして、私が閉会式の壇上に登るときにトム
ソンが危篤になりましたと告げられました，閉会
式であいさつをして、壇上を降りましたら、今、
トムソンが亡くなりましたと。
　ショックを受けました。どうしていいか分から
ないですよ、外国にいて。友人が死んで、さて、
どうするか。このときにマレーシアの首相の姉さ
んが役員でおりまして、私に付き添ってくれまし
た。まず納棺をするのに牧師を探し、そして、遺
体を持ち出す政府の許可を得なければなりません。
それは私がやってあげるからいいよ。あなたは日
本大使館に向かいなさいと日本大使館に行きまし
た。日本大使館でマレーシアでは遺骨を持ち出す
のに3日かかります。だから、たくさんドライア
イスを今から詰めておいてくださいと言われまし
た，そんなものかと思いました。
　それを帰って、首相の姉さんに話しました。心
配するな。遺体はあした運び出せるようにするか
らと言ってくれた。航空会社に行ったら、翌日の
便なんかほとんどないです。ようやくトムソンの
奥さんに来てもらったんです。4日だけ一緒にい
ました。奥さんと二人の2席をエコノミーで確保
しました。そして、その晩、空港に遺体が届くか
どうかをチェックに行ったりしまして、翌日の便
でマレーシアを出る。空港に行きましたら、首相
の姉さんが待っていて、私どものパスポートを取っ
て、待合室に行ってらっしゃいと特別待合室に案
内してくれて、しばらくするとちゃんとパスポー
トが返ってくるんですね．t
　そして、だんだん飛行機の時間が迫ってくるん
です。でも、音さたがないんです。どうしようか
と思っていました。とうとう飛行機が出る時間が
来たんです。でも、誰も呼びに来てくれないんです。
困ったなと思ったら、飛行機が出る時間を過ぎて
10分たって、その首相の姉さんが来まして、付い
ていらっしゃいとc飛行機に案内をしてくれまし
たら、ファーストクラスが2席ちゃんと取れてい
る。誰か降ろされたんでしょうかね。こういうい
わば権力者の恩恵に浴したんです。
　トムソンの遺体と帰ってきて3日後に葬儀をい
たしました。厚生省の加納さんという課長が奔走
してくれまして、叙勲の手続きを取った。葬式の
Bに叙勲が間に合ったんです。葬式の前に叙勲の
式をしたんですが、このときに私が困り果てたの
は、トムソンの奥さんが勲章を要らないと言い出
したんです。日本の国際交流のために貢献をした
人ですので、せっかく国が一生懸命勲章の手続き
をしてくれたのに、要らないと。私は邪魔になら
ないからもらってくれと言って頼み込んで、やっ
と勲章をもらってもらったと。意識の格差がある
ということを思いました。
　時間がなくなってまいりましたが、もう一つは
人間格，ニューデリーの市役所に代表的社会事業
施設を紹介してほしいと言って、紹介されたのが
牛の病院でありまして、私は驚いたんです。福祉
というのは人間を対象にすると思ったら、インド
では牛が対象になっておりました。牛を車でひき
殺しますと、人に払うよりも5倍の金を払わなけ
ればならないとタクシーの運転手が申しました。
　ある有名な政治家Cさんが重度障害児の施設に
行って、役に立たない子供になぜ100万円、200万
円の金を掛けるのかと疑問を呈しています。ある
政治家は老人福祉に金をかけるのは枯れ木に水だ
と言いました．こういう人間観というのは今でも
あるんです。一休和尚が貧しい僧衣を着て、托鉢
（たくはつ）をして、ある大きな商家に参りました
ら追い出されたんです。その商家の葬式に僧侶と
して一休が招かれた。絢欄たるけさを着て、一休
は参りました一みんなが最敬礼して、一休を迎え
たr一休はその人たちに対して、けさを脱いで、
放り投げまして、お前たちが欲しいのはこれだろ
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うと言って、すたすた去ったというエピソードが
残っておりますc私ども人間に対する価値、評価
というのは、人間の属性に対してしてきたんです。
体が健全かどうか、身分が高いか、立場はどうか、
肩書きはあるのか。さまざまな属性で人間を評価
することをしてまいりました。
　EUの加盟の条件の一つは死刑を廃止している
ことなんです。日本はつい数日前に2件の死刑が執
行されました。今、日本では85％が死刑を支持し
ているんです。EU27力国、全部死刑を廃止して
おりまして、今、死刑を執行している数少ない国
の一つに日本はなりました。なぜ死刑を廃止する
ことを条件にしているかというと、犯罪者といえ
ども侵すべからざる人間の人格の尊厳があるとい
うのが理由であります。そして、それこそが社会
福祉がよって持って立ちべき思想でございます。
アジアの欠陥は人権思想が弱いことです。極めて
弱いです。これをこれからどうするかというのが
私は大きな課題であろうと思います。時間になり
ました。
　シドニーオリンピックのときに私が感銘を受け
たのは、戦後、日本が人口過剰で悩んでいますと
きに方々に移民に出ました。北米、南米。日本が
一番行きたかったのはオーストラリアなんです。
広大な大地を持って、一番近いんです．ところが、
オーストラリアは白豪主義でして、白人以外の入
植者を入れなかった．日本は拒否されたんです。
それがシドニーオリンピックの最終リレーラン
ナーはキャシー・フリーマンという女性でござい
ました。皮膚の色の違うアボリジニなんです。そ
して、80％のオーストラリア国民がそれを喜んだ
という報道でございました。オーストラリアは変
わったんです。変わるのにオーストラリアは50年
かかっております。私どもの若い皆さんはこれか
ら50年の問にぜひアジアの文化を、日本の社会を
変えることに力を注いでいただきたいとお願いを
いたします。（拍手）
い東アジアの福祉についての比較研究を進めてま
いりたいと思います，もう一度、先生に盛大な拍
手をお願いいたします。（拍手）
小林：阿部先生、ありがとうございました。いつ
ものように、今日のお話も、多くの感動と示唆を
与えていただきました，ありがとうございました，
今回のお話を踏まえ、今後、韓国を含むよりひろ
ll
